
「水利が拓く実りの明日へ」
キャンペーン 

今年も、水利ゼミ開講。
官・民・学が連携した学生視点からの広報と人材育成

企画・制作／新潟日報社統合営業本部

未来の実りのために、今できること。
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「水利が拓く 実りの明日へ」キャンペーン事務局 （新潟日報社ビジネス局内）　新潟市中央区万代3‒1‒1
●TEL 025‒385‒7432（土日祝日を除く／10：00～17：00）　●ファクス 025‒385‒7438　●Eメール minori@niigata-nippo.co.jp

「水利が拓く 実りの明日へ」キャンペーンは、新潟の土地改良事業や水利施設、生産者の取り組みを紹介し、農業や食について考えていくキャンペーンです。 2024年も昨年に続き、大学生が水利施設や
農業について学ぶ「水利ゼミ」を紙面やWebで展開します。 県内の土地改良事業に従事する方や、農家の方との交流を通じて、学生が県内の農業の「未来」を見つめます。   

過去の紙面も
ご覧いただけます
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特設サイト

実りの明日へ ［新潟日報 7月21日付］　● 全5段／左右：381mm・天地：169mm　● キックオフ　● カラー

（写真）左：2023年 新津郷（8月）、右：2021年 加治川（8月）


